
我 が 社 技 Pの 術 R

1 

は
じ
め
に

　

二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
要
求
が
高
ま
る
な

か
、
大
林
組
で
は
中
長
期
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
『O

bayashi 

Sustainability V
ision 2050

』
を
策
定
し
て
い
る
。

段
階
ご
と
に
目
標
を
定
め
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
中
で
も
建
設
工
事

に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
･
セ
メ
ン
ト
系
材
料
の

低
炭
素
化
技
術
の
開
発
・
普
及
拡
大
に
関
す
る
取
組
を
報

告
す
る
。

2 C
O
2

削
減
技
術

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
主
要
材
料
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
は
、

石
灰
石
を
主
原
料
と
し
、
製
造
時
に
一
t
あ
た
り
約

七
六
〇
㎏
も
の
大
量
のCO

2

を
排
出
す
る
。CO

2

排
出
の

原
因
と
し
て
は
、
石
灰
石
（CaCO

3

）
を
熱
分
解
･
粉
砕

す
る
際
に
必
要
な
化
石
燃
料
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
と
、

化
学
反
応
（CaCO

3

↓CaO
＋
CO

2

）
に
よ
り
石
灰
石
か

ら
分
離
さ
れ
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
原
因

も
、
セ
メ
ン
ト
自
体
の
製
造
方
法
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

た
め
、
製
造
さ
れ
た
材
料
を
調
達
す
る
建
設
会
社
は
、
直

接
的
に
携
わ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
社

に
限
ら
ず
多
く
の
企
業
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
低
炭
素
化

の
た
め
に
着
目
し
て
い
る
手
法
と
し
て
は
、
セ
メ
ン
ト
の

代
替
材
料
を
大
量
に
用
い
る
手
法
と
、CO

2

を
固
定

化
･
吸
収
す
る
材
料
を
用
い
る
手
法
、
お
よ
び
そ
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

当
社
も
こ
れ
ら
の
手
法
の
組
み
合
わ
せ
で
多
く
の

技
術
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
有
す
る
（
図
1　

Q
R
コ
ー

ド
）。
本
報
告
で
は
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
技
術
と

し
て
、
セ
メ
ン
ト
の
代
替
材
料
と
し
て
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉

末
を
大
量
に
用
い
る
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
」
を
中
心
に

紹
介
す
る
。

3 

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト

　

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
は
当
社
の
低
炭
素
型
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
中
で
最
初
に
実
用
化
し
、
最
大
の
実
績
が
あ
る
技

術
で
あ
る
。CO

2

排
出
量
の
多
い
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
を
従
来
配
合
か
ら
四
〇
％
以
下
に
削
減
し
、
そ
の
代
替

と
し
て
産
業
副
産
物
で
あ
る
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
や
フ
ラ

イ
ア
ッ
シ
ュ
、
シ
リ
カ
フ
ュ
ー
ム
を
合
計
六
〇
％
以
上
使

用
す
る
。
通
常
は
製
造
を
担
う
工
場
の
負
担
に
配
慮
し
、

高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
み
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
を
二
五
％
、
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
を

七
五
％
の
割
合
で
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
結
果
、

一
般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
較
し
てCO

2

を
約
七
〇
％

程
度
、
最
大
で

八
〇
％
程
度
削

減
可
能
と
な
る

（
図
2
）。

　

製
造
に
際
し

て
は
特
殊
な
設

備
が
不
要
で
、

高
炉
ス
ラ
グ
微

粉
末
も
J
I
S

低炭素型コンクリート材料
クリーンクリートの普及･展開

大林組　土木本部　生産技術本部　技術第一部 野島　省吾

図1　当社コンクリート
関連低炭素技術紹介動画
QRコード（YouTube）

図 2　クリーンクリートの構成
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規
格
品
で
あ
れ
ば
企
業
･
地
域
を
問
わ
な
い
。
二
〇
一
〇

年
の
開
発
以
降
、
各
地
の
レ
デ
ィ
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
場
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
工
場
と
協
力
し
た
全
国
で

の
供
給
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
J
–
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
や
建
設
材
料
技
術
性
能
証
明
（
G
B
R
C
材
料

証
明
第
22
–
03
号
）、N

E
T
IS

（K
T
-130003-V

E

：

二
〇
二
四
年
登
録
終
了
）
等
外
部
審
査
機
関
に
よ
る
認
証

取
得
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
高

炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
調
達
が
比
較
的
容
易
な
太
平
洋
側
を

中
心
に
全
国
で
一
一
〇
件
以
上
、
総
数
量
は
約
四
四
万
㎥ 
、

CO
2

削
減
量
と
し
て
は
約
六
万
ト
ン
の
適
用
実
績
が
あ
る

（
図
3
）。

4  

建
築
工
事
へ
の

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
適
用
実
績

　

適
用
実
績（
図
3
）に
示
す
通
り
、
適
用
件
数
が
多
い
の

は
建
築
構
造
物
で
あ
り
、
そ
の
適
用
部
位
の
多
く
は
地
中

部
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
主
に
二
つ
の

理
由
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
共

通
の
課
題
で
あ
る
、
中
性
化
の
進
行
が
早
く
な
り
や
す
い

点
に
対
し
、
大
気
に
ふ
れ
ず
中
性
化
が
進
行
し
に
く
い
地

中
が
適
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
由

と
し
て
は
、
セ
メ
ン
ト
量
の
削
減
に
伴
い
水
和
発
熱
が
少

な
く
な
る
た
め
、
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
ひ
び
割
れ

対
策
と
し
て
も
一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
建
築
工
事
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
最
大

使
用
実
績
は
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
H
O
K
K
A
I
D
O

へ
の
適
用
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
ー
架
構
と
呼
ば
れ
る
ス
パ
ン

約
一
六
六
m
の
鉄
骨
造
の
大
屋
根
を
支
え
る
部
材
に
適
用

し
て
お
り
、
該
当
部
分
は
外
気
に
触
れ
る
が
、
表
面
部
分

に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
埋
設
型
枠
を
配
置
す
る
こ
と
で
中
性
化

対
策
を
ク
リ
ア
し
て
い
る（
図
4
）。
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
H
O
K
K
A
I
D
O
で
の
ト
ー
タ
ル
で
の
ク
リ
ー
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
量
は
約
八
九
、五
〇
〇
㎥ 
、CO

2

削
減
量
は
約

一
九
、〇
〇
〇
t
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

5  

土
木
工
事
へ
の

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
適
用
実
績

　

土
木
工
事
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
最
大
使
用

実
績
は
現
在
施
工
中
の
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
発

注
新
丸
山
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
へ
の
適
用
で
あ
る
。
本
工

事
は
既
設
丸
山
ダ
ム
の
下
流
四
七
・
五
m 

地
点
に
一
部
乗

座
す
る
形
で
二
〇
・
二
m 

か
さ
上
げ
し
た
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
調
達
は
、
現
地
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
ダ
ム
用
配
合
の
製
造

に
く
わ
え
、
地
域
の
生
コ
ン
工
場
か
ら
通
常
配
合
を
購
入

す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
購
入
量
は
約
八
〇
、〇
〇
〇
㎥ 

と
非
常
に
多
い
。
こ
の
た
め
、
本
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
低

炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
実
績
は
な
く
、
初
導
入
に
伴
う

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
生
じ
る
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
ま

と
ま
っ
た
数
量
の
採
用
が
期
待
で
き
た
。
発
注
者
と
の
協

議
の
中
で
、
適
用
部
位
は
、
中
性
化
が
問
題
と
な
ら
な
い

箇
所
と
し
て
、
下
流
仮
締
切
工
と
過
去
丸
山
ダ
ム
建
設
時

に
使
用
さ
れ
た
仮
排
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
閉
塞
工
が
選
定
さ

れ
た
（
図
5
、
写
真
1
）。
ま
た
、
地
域
生
コ
ン
工
場
･

組
合
と
の
調
整
と
し
て
、
セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ
数
や
地
域
で

の
セ
メ
ン
ト
需
要
、
工
場
の
製
造
能
力
、
施
工
時
期
等
を

考
慮
し
、
出
荷
担
当
工
場
を
振
り
分
け
た
。
施
工
数
量
は

二
〇
二
四
年
度
実
績
で
約
八
、八
〇
〇
㎥ 
、二
〇
二
五
年

度
施
工
分
を
含
め
る
と
一
五
、五
〇
〇
㎥ 
に
達
し
、CO

2

削
減
量
は
約
二
、八
〇
〇
t
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

土
木
工
事
で
は
そ
の
他
に
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
底
版
や
防

護
柵
、
駅
付
近
の
高
架
化
工
事
に
必
要
な
仮
線
路
盤
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
礎
な
ど
で
も
低
炭
素
化
へ
の
取
組
み
評
価

と
供
給
が
マ
ッ
チ
し
た
結
果
、
適
用
が
実
現
し
て
い
る
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部
審
査
機
関
に
よ
る
認
証

取
得
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
高

炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
調
達
が
比
較
的
容
易
な
太
平
洋
側
を

中
心
に
全
国
で
一
一
〇
件
以
上
、
総
数
量
は
約
四
四
万
㎥ 
、

CO
2

削
減
量
と
し
て
は
約
六
万
ト
ン
の
適
用
実
績
が
あ
る

（
図
3
）。

4  

建
築
工
事
へ
の

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
適
用
実
績

　

適
用
実
績（
図
3
）に
示
す
通
り
、
適
用
件
数
が
多
い
の

は
建
築
構
造
物
で
あ
り
、
そ
の
適
用
部
位
の
多
く
は
地
中

部
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
主
に
二
つ
の

理
由
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
共

通
の
課
題
で
あ
る
、
中
性
化
の
進
行
が
早
く
な
り
や
す
い

点
に
対
し
、
大
気
に
ふ
れ
ず
中
性
化
が
進
行
し
に
く
い
地

中
が
適
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
由

と
し
て
は
、
セ
メ
ン
ト
量
の
削
減
に
伴
い
水
和
発
熱
が
少

な
く
な
る
た
め
、
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
ひ
び
割
れ

対
策
と
し
て
も
一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
建
築
工
事
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
最
大

使
用
実
績
は
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
H
O
K
K
A
I
D
O

へ
の
適
用
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
ー
架
構
と
呼
ば
れ
る
ス
パ
ン

約
一
六
六
m
の
鉄
骨
造
の
大
屋
根
を
支
え
る
部
材
に
適
用

し
て
お
り
、
該
当
部
分
は
外
気
に
触
れ
る
が
、
表
面
部
分

に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
埋
設
型
枠
を
配
置
す
る
こ
と
で
中
性
化

対
策
を
ク
リ
ア
し
て
い
る（
図
4
）。
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
H
O
K
K
A
I
D
O
で
の
ト
ー
タ
ル
で
の
ク
リ
ー
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
量
は
約
八
九
、五
〇
〇
㎥ 
、CO

2

削
減
量
は
約

一
九
、〇
〇
〇
t
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

5  

土
木
工
事
へ
の

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
適
用
実
績

　

土
木
工
事
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
最
大
使
用

実
績
は
現
在
施
工
中
の
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
発

注
新
丸
山
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
へ
の
適
用
で
あ
る
。
本
工

事
は
既
設
丸
山
ダ
ム
の
下
流
四
七
・
五
m 

地
点
に
一
部
乗

座
す
る
形
で
二
〇
・
二
m 

か
さ
上
げ
し
た
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
調
達
は
、
現
地
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
ダ
ム
用
配
合
の
製
造

に
く
わ
え
、
地
域
の
生
コ
ン
工
場
か
ら
通
常
配
合
を
購
入

す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
購
入
量
は
約
八
〇
、〇
〇
〇
㎥ 

と
非
常
に
多
い
。
こ
の
た
め
、
本
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
低

炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
実
績
は
な
く
、
初
導
入
に
伴
う

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
生
じ
る
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
ま

と
ま
っ
た
数
量
の
採
用
が
期
待
で
き
た
。
発
注
者
と
の
協

議
の
中
で
、
適
用
部
位
は
、
中
性
化
が
問
題
と
な
ら
な
い

箇
所
と
し
て
、
下
流
仮
締
切
工
と
過
去
丸
山
ダ
ム
建
設
時

に
使
用
さ
れ
た
仮
排
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
閉
塞
工
が
選
定
さ

れ
た
（
図
5
、
写
真
1
）。
ま
た
、
地
域
生
コ
ン
工
場
･

組
合
と
の
調
整
と
し
て
、
セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ
数
や
地
域
で

の
セ
メ
ン
ト
需
要
、
工
場
の
製
造
能
力
、
施
工
時
期
等
を

考
慮
し
、
出
荷
担
当
工
場
を
振
り
分
け
た
。
施
工
数
量
は

二
〇
二
四
年
度
実
績
で
約
八
、八
〇
〇
㎥ 
、二
〇
二
五
年

度
施
工
分
を
含
め
る
と
一
五
、五
〇
〇
㎥ 
に
達
し
、CO

2

削
減
量
は
約
二
、八
〇
〇
t
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

土
木
工
事
で
は
そ
の
他
に
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
底
版
や
防

護
柵
、
駅
付
近
の
高
架
化
工
事
に
必
要
な
仮
線
路
盤
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
礎
な
ど
で
も
低
炭
素
化
へ
の
取
組
み
評
価

と
供
給
が
マ
ッ
チ
し
た
結
果
、
適
用
が
実
現
し
て
い
る
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図 3　クリーンクリートの適用実績
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図 4　エスコンフィールドHOKKAIDO
大屋根ガーダー架構への適用
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（
写
真
2
）。

6 

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
展
開

　

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
は
汎
用
性
の
高
さ

を
特
徴
に
適
用
実
績
を
重
ね
て
き
た
が
、

同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
各
種
技
術
も
展
開

し
て
い
る
。

　
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
N
」
は
ク
リ
ー

ン
ク
リ
ー
ト
に
、C

O
2

の
回
収
・
利
用

（C
CU

：C
arbon dioxide C

apture 

and U
tilization

）
材
料
を
追
加
し
た
技

術
で
あ
り
、CO

2

を
固
定
化
し
た
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、CO

2

排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
ま
で
実

現
可
能
な
技
術
で
あ
る
（
図
6
、写
真
3
）。

　
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
オ
」
を
は
じ

め
と
す
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
は
、
地
盤
改

良
材
に
お
け
るCO

2

排
出
量
の
大
幅
削
減

を
実
用
化
し
て
お
り
（
写
真
4
）、
今
ク

リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
と
併
せ
て
広
く
展
開
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

7 

お
わ
り
に

　

本
報
文
で
は
当
社
の
低
炭
素
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
」
を

中
心
に
紹
介
し
た
。
本
技
術
が
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
と
、
そ
の
先
に
あ
る

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

写真 1　新丸山ダムクリーンクリート打設状況
（左：下流仮締切　右：丸山ダムの仮排水TN閉塞工）

 写真 2　クリーンクリート適用実績
左上：首都高速中央環状線山手トンネル、 右上：東名阪_弥富高架橋
左下：とうきょうスカイツリー駅、 右下：大阪ひかりの森メガソーラー

図 6　クリーンクリートNの構成

 写真 4　クリーンクリートジオ適用実績
（高速 1号羽田線更新工事）

 写真 3　クリーンクリートN適用実績
（現場打ち鉄筋コンクリート壁）

クリーンクリート
適用範囲

下流仮締切

丸山ダムの
仮排水TN閉塞工

図 5　下流仮締切と丸山ダムの仮排水TN閉塞工への適用

現 場
代 理 人
レポート

　奄美諸島に位置する喜界島は、島全体が透水
性の高い琉球石灰岩で覆われ、その下部には不
透水層の島尻シルト層が一様に分布しており、地
下ダムの建設に適した地質条件となっています。
　本工事は、喜界第 2地下ダム建設の最初の工
事であり、「止水効果の確認」および「不透水層
への確実な根入れ」を主要課題とした試験施工
に取り組んでいます。
　「止水効果の確認」については、室内配合試験
により現地土とスラリーを撹拌した壁体の止
水性能および強度を把握しました。その結果、
（現地施工での品質管理である）透水係数1.0×
10－6cm/s以下、一軸圧縮強度1N/mm²以上を確
認し、設計仕様の妥当性を裏付けることができました。
　また、「不透水層への確実な根入れ」については、基盤の深度を高精度に判定可能な新たな施工技
術を導入し、起伏のある基盤層に対しても確実な根入れを行うことにより、止水性能の安定確保を
図っています。本試験工事を通じて得られた知見は、今後の止水壁建設工事における品質向上や施
工管理の高度化に大いに貢献するものと考えています。
　工事の実施にあたっては、離島ゆえに資機材の海上輸送が天候の影響を受けやすいなど工程管理
には苦労していますが、騒音・振動対策や安全管理には十分に配慮し、地域住民との良好な関係の維
持に努めています。また、喜界島農業水利事業所長はじめ監督職員の皆様から、的確な指導と迅速な
対応をいただき、現場は無事故・無災害で順調に進行しています。今後も「安全第一」を心がけ、着実
に施工を進めてまいります。

喜界島農業水利事業
喜界第2地下ダム南堤止水壁
（その1）建設工事

現場代理人

（写真右） 株式会社　竹中土木
喜界第 2地下ダム南堤止水壁（その 1）

建設工事作業所長　有薗　憲吉
監督職員

（写真左） 九州農政局　喜界島農業水利事業所

技術専門官 溝口　　学

監督職員からのエール

　本工事は、新たな農地への用水確保を目的として整備される喜界第 2地下ダムの最初の区
間で、複数の工法や配合を用いた試験施工や、止水壁の不透水層への確実な根入れを検証し
ながら、止水壁を造成するものです。この工事を通じて、経済性、施工性、正確性を検討し、
今後の地下ダムの本格施工に向けた重要な知見を得ることを目指しています。
　このような中、現場代理人の有薗所長は、今までの現場経験を最大限に活かし、現場で生
じる様々な課題に迅速かつ適切に対応いただくとともに、地権者や近隣住民の方々との良好
な関係を築きながら各種調整を的確に実施されています。これらの取り組みにより、工事は
着実に進んでいます。
　本工事は、喜界島においては大規模な土木工事であるため、小学生を含む地域住民に土木
工事の魅力や事業の意義を伝える貴重な機会にもなっています。今後も関係者と連携しなが
ら工事を円滑に進め、安全かつ無事故での完成を願っています。
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